
大船渡林野火災復興支援 

第 1 回 支援団体間ネットワーク会議（仮称） 議事  ※要約版 

作成：INDS  

 

日時：2025 年 3 月 21 日（金）17:30－19:15 

場所：キャッセン大船渡コミュニティスペース 

主催：いわて NPO 災害支援ネットワーク（INDS） 

協力：大船渡市社会福祉協議会（大船渡社協）、おおふなと市民活動センター（CAVO）、 

大船渡青年会議所（大船渡 JC） 

参加人数：26人 

 

1．趣旨説明 

• 各団体の活動、見通しを共有し、今後の支援連携を深める機会としてほしい。 

• 今回の災害で大船渡社協、おおふなと市民活動センター、大船渡 JCの 3者連携の取組み紹介。 

 

2．各団体の現在取り組んでいる活動紹介 

（大船渡市内団体・機関） 

• 「綾里わかめ大作戦」立上げ、産業ボランティアの宿泊受け入れ、マッチング実施。 

• 地元 NPO として、住宅全焼の被災者向けに義援金募金を受付。 

• 飲食店組合の炊き出しに資金提供。大船渡全域で、お店やイベントの自粛が多くみられる。 

• 子どものストレスが高まっていたので、避難所内外で子供の居場所づくりを 3 月末まで実施。 

• 大船渡社協、CAVO、大船渡 JCと連携。ヒアリング調査と情報収集・詳しい情報の発信を行っている。 

• 産業支援ボランティア受入れ、大船渡市炊き出し・支援活動マッチングセンターの運営等を行っている。 

• 行政と連携し、物資支援・管理支援。 

• 災害 VC立上げ。被災者へ現状と困り事ヒアリング。ボランティア登録は、もう少しで個人 2,000人、団

体 100件超えそうだが、現時点では、市内や気仙地域の個人ボランティアを中心にマッチング。 

• 災害 VC活動内容は、家の敷地内の清掃活動。予想以上に全焼の状態が激しく、また行政からも全焼の家

には入らないように指導がある。災害 VCとしては当面、一部損壊の家を中心に支援に入る。 

• 全焼家屋は、撤去解体を専門業者に委託して、行政中心に進めていく予定。 

（岩手県内団体） 

• 隣市社協として、災害 VCの応援に入った。 

• 3.11 以来、写真等の復旧活動を継続。今回の災害でもニーズがあれば繋いでほしい。 

• 避難所へ炊き出し支援実施。 

（県外団体） 

• 家の庭木が倒れそうで危ない等の案件があれば相談下さい。 

• 重機の技術支援。地元優先にしながら、技術的な助言、重機手配等でご協力させていただく。 

• 発災翌日から、NGO と連携し、保健福祉事業を市と連携しながら対応。 

 

2．各団体の今後の活動予定 

（大船渡市内団体・機関） 

• 4 月以降は住民交流サロン、移動図書館実施予定。 

• 飲食店・観光業も大打撃。早急に事業者支援が必要であり取り組む予定。 



• 引き続き、「綾里わかめ大作戦」にて、産業ボランティアの宿泊受け入れ、マッチングを行う。 

• 今回の林野火災における多様な支援者から意見を聞く場を 6 月に設ける予定。 

• 市内高校生、若者等のボランティア活動の場の提供、マッチング。 

• 5/24-25におおふなポート全館にて大船渡の現状を発信して、元気づけるようなイベントを企画中。協力

団体求む。 

• 林業関係の方とやり取りしながら、潮風トレイルなど、山林再生に係ることを関わっていきたい。 

• 専門家などと連携し、3/22～「大船渡よりそい・みらいネット（災害ケースマネジメント）」開設。 

（岩手県内団体） 

• 引き続き、炊き出し支援を行う。 

• イベントを検討中。 

（県外団体） 

• 技術研修を兼ねた支援活動の検討。 

• 大船渡の地域力が高いと感じた。地元主体で動く中でのサポート体制として外部団体が何が出来るか。 

• 近隣県の消防からも、研修も兼ねて大船渡に来たいという声も聞く。 

• 重機やチェーンソー技術の提供、地元優先の支援体制づくり。 

 

 

3．住民の声・課題感 

• 一部損壊の家の方の声を聞くと「困り事はあるが、全焼の家の人の気持ちを考えると、うちは支援を頼む

わけにはいかない」等の声が聞かれる。また、綾里の地域力が強く住民同士で助け合っている。ほかには、

家の再建よりも、漁業（～4/10 までわかめ漁 最盛期）を優先する方も多い。 

• イベント自粛が多い。自粛する気持ちもわからなくないが、それによって経済活動がゼロになる。大船渡

が元気になるようにしたい。 

• 学生や若者も今回の災害で何か力になりたいという声も多い。 

• 地域の婦人部の活動ももともと活発である。地域のお母さんたちと連携して炊き出しを作っていっては

どうか。 

• 今後、転出者も少なからず出てくる。町の賑わいをどう守るか、盛り返すか不安という声が聞かれた。 

• 行政説明会等の情報が住民にしっかり届いていないと感じる。漁が忙しい、そもそも行かなきゃダメな

のかなど。情報を届けることを丁寧に行う必要がある。 

 

以上 

 

 

 

 


